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高圧注水系タービン排気ライン逆止弁　概略図

高圧注水系タービン排気ライン逆止弁

原子炉格納容器

原子炉
圧力容器

：窒素封じ込め範囲

（通常運転中は窒素を封入）

弁体

シート部

弁軸

アーム

約４０cm

高圧注水系タービン排気より

拡大図

拡大図

弁箱ストッパー

正常な状態 アームと弁体ロッドの接合部の動きが悪くなった状態

設計圧力の状態
（約４００キロパスカル）

運転圧力の状態
（約２～６キロパスカル）

弁体

アーム

弁体ロッド

設計圧力で弁体が
押し付けられる。 運転圧力では弁体の

押し付け力が弱い。

気密性が確保されている。

弁体着座不良

アームと弁体ロッド
の隙間が適切

・スケールが付着
・アームと弁体ロッド
　の隙間が小さい

・スケールが付着
・アームと弁体ロッド
　の隙間が小さい

気密性が確保
されている。

設計圧力の状態（約４００キロパスカル）
運転圧力の状態（約２～６キロパスカル）

拡大図

漏えい

弁座


